
様式第３

　令和６年自転車指導啓発重点地区及び路線 東海警察署

①
茶屋
交差点 ～ 大府高校北

交差点
4,200 ｍ

選定理由

東海市道

自転車事故が多く発生しおり、JR共和駅、大府駅の利用
者も多く、交通頻繁な道路であるため。

②
共和インター
南交差点 ～ 朝日町５丁目

交差点
4,700 ｍ

主要地方道名古屋碧南線

選定理由

自転車事故が多く発生しており、JR共和駅、大府駅の利
用者も多く、交通頻繁な道路であるため。

Ⓐ 【重点地区】

選定理由

自転車事故最多交番区である。JR共和駅から高校や大学
等に自転車で通学する学生が多く、右側通行やイヤホン
使用等のルール違反が目立ち、自転車事故が多発してい
るため。

共和交番管内

Ⓑ

自転車事故最多次点交番区である。JR大府駅から高校や
大学等に自転車で通学する学生が多く、右側通行やイヤ
ホン使用等のルール違反が目立ち、自転車事故が多発し
ているため。

【重点地区】

選定理由

大府幹部交番管内

高低

自転車指導啓発重点路線

自転車指導啓発重点地区

自転車事故密度分布

重傷事故発生場所

死亡事故発生場所

出典：国土地理院基盤地図情報（基本情報）
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